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■BIOGRAPHY           
1967 年生まれ。京都出身。伝統工芸士認定職人。 

日本の文化と美意識が息づく京都に生まれて 

ノブ•ミヤケは水彩画の鮮やかさに惹かれ、常に絵の具を使って筆を動かすことを幼少期からごく自然

に学ぶ環境で育った。着物職人である両親の影響を受け、高校卒業後、金彩工芸士の道へ進む。 

18 歳より着物職人として、人間国宝になると決意して職人の世界へ。 

和装花嫁衣装を制作する機会に恵まれ、その美しさと技術をさらに高めるべく 37 年以上研鑽を重ね

てきた。 

2014 年より、自身の工房を設立。 

これまでのキャリアの中で１万点以上の作品を発表してきた。 

また、着物製作は分業制が主流となる中、デザイン、トータルプロデュース、染色、金彩加工、螺鈿な

ど完成までほぼ全て一貫して自身の工房で製作する唯一の金彩工芸士である。 

特に天然素材のアワビなどの貝殻の内側を削り出して独自の技法で『螺鈿（らでん）』を開発して作品

に生かしているのは世界で唯一の技術である。 

2020 年にイギリス王室に作品を提供。2022 年にはパリのルーブル美術館にて打掛展示。 

現在は自身の技術を息子へ受け継ぐべく日々創作活動を続けている。 
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天然素材のアワビなどの貝殻の内側のエナメル質の部分を削り出した物を独自の技法で柔らかくし

て、着物の花びらなどの模様に切り抜き、それらを模様にきっちり嵌め込み、しっかりと接着させて、取

れなくする技術を有している。そしてそれらを、着物だけではなく『アクセサリー』、『インテリア小物』、

『アパレル』などの自身の作品に使用することを可能にしている。 
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■CREATION 
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■INTERIOR , ACCESSORIES 
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n  ACHIEVEMENT 

  



6 

n BRITISH ROYAL FAMILY 
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n COLLABORATION 

 

 

 

 

  

 


